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議
員　

龍
ケ
崎
市
で
は
周
辺
自
治
体
と
、

牛
久
沼
の
周
辺
道
路
整
備
や
に
ぎ
わ
い

の
創
出
な
ど
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
牛
久
沼
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の

動
き
に
対
し
県
の
協
力
体
制
や
支
援
は
。

政
策
企
画
部
長　

地
域
振
興
の
取
り
組

み
は
、
そ
の
地
域
を
最
も
よ
く
知
る
地

域
の
方
々
が
主
体
と
な
り
進
め
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
、
周
辺
五
市
一
町

が
連
携
し
て
取
り
組
む
牛
久
沼
活
用
は
、

ま
さ
し
く
モ
デ
ル
的
事
例
で
あ
る
。
助

言
や
情
報
提
供
な
ど
、
地
元
か
ら
の
要

請
に
応
じ
可
能
な
限
り
支
援
す
る
。

議
員　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、

深
刻
な
環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
業
界
と
連
携
し
た
協
議
会
の

設
置
や
、
代
替
品
の
導
入
促
進
が
必
要

と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

協
議
会
は
、
設
置
の
必
要
性
も

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
産
業
界
の
意
見
や
役
割
分
担
を

踏
ま
え
、
取
り
組
み
方
策
の
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

三
月
公
表
の
「
取
手
市
立
中
学

校
の
生
徒
の
自
殺
事
案
に
係
る
調
査
報

告
書
」
で
学
校
と
教
員
の
問
題
点
、
市

教
育
委
員
会
の
対
応
の
違
法
性
が
認
定

さ
れ
た
。
県
も
対
応
を
正
せ
な
か
っ
た

責
任
が
あ
る
。
四
月
に
高
萩
市
立
中
学

校
で
生
徒
が
自
死
す
る
な
か
、
こ
の
調

査
報
告
書
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

調
査
報
告
書
を
教
職
員
一
人

一
人
が
読
み
込
み
、
指
導
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
職
員
な
ど
教

育
に
携
わ
る
者
全
員
が
理
解
す
る
こ
と

で
、
い
じ
め
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

原
発
直
下
の
地
震
リ
ス
ク
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
原
子
炉
建
屋

内
の
プ
ー
ル
に
残
る
核
燃
料
棒
は
キ
ャ

ス
ク
 ※1

に
移
す
べ
き
で
あ
る
。
地
震
や

テ
ロ
に
伴
う
リ
ス
ク
か
ら
県
民
を
守
る

た
め
廃
炉
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

日
本
原
電
 ※2

か
ら
地
震
の
評
価

を
聴
取
し
、
検
証
結
果
を
県
民
に
示
し

た
い
。
使
用
済
燃
料
は
貯
蔵
施
設
で
長

期
保
管
を
せ
ず
、
計
画
ど
お
り
搬
出
さ

れ
る
よ
う
国
や
事
業
者
に
働
き
掛
け
る
。

再
稼
働
は
県
民
意
見
を
聞
き
判
断
す
る
。

（
ほ
か
に
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
支

援
策
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
も
質
問
）

議
員　

未
開
通
の
龍
ケ
崎
市
八
代
町
の

竜
ケ
崎
潮
来
線
か
ら
圏
央
道
阿
見
東
Ｉ

Ｃ
ま
で
の
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
と
竜
ケ

崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

今
年
度
は
残
る
竜
ケ
崎
潮

来
線
か
ら
八
代
庄
兵
衛
新
田
線
ま
で
の

区
間
の
早
期
供
用
を
目
指
し
道
路
改
良

工
事
を
進
め
る
。
両
バ
イ
パ
ス
は
今
年

度
国
補
助
事
業
の
新
規
採
択
を
受
け
事

業
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
時
供
用
を

目
指
し
着
実
に
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
利
根
町
道
一
〇
三
号
線
の

整
備
推
進
、

龍
ケ
崎
市

北
竜
台
市

街
地
へ
の

交
番
設
置

な
ど
も
質

問
）

議
員　

県
で
最
初
の
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
十
石
堀
」
を

今
後
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
水
利
施
設
へ
の

県
民
理
解
醸
成
の
た
め
、
登
録
は
大
変

喜
ば
し
い
。「
十
石
堀
維
持
管
理
協
議

会
」
が
市
と
連
携
し
、
文
献
を
研
究
す

る
な
ど
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
で

あ
り
、
敬
意
を
表
す
る
。
今
後
は
地
元

要
望
に
応
じ
、
土
地
改
良
事
業
で
で
き

る
も
の
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
市
や
協
議

会
が
観
光
振
興
に
活
用
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
関
係
部
局
で
相
談
に
応
じ
る
。

議
員　

水
郡
線
の
Ｓ
Ｌ
定
期
運
行
は
、

県
北
振
興
の
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
実
現
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

水
郡
線
の
Ｓ
Ｌ
定
期

運
行
は
、
多
額
の
費
用
負
担
を
考
え
る

と
沿
線
地
域
に
お
け
る
機
運
醸
成
や
協

力
が
必
要
と
な
る
。
沿
線
自
治
体
と
合

意
形
成
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
と
も
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

本
県
の
目
指

す
教
育
の
在

り
方
、
県
道

常
陸
那
珂
港

山
方
線
の
整

備
見
通
し
な

ど
も
質
問
）

議
員　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
現
場
の

特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
体
制
の
も
と
、

在
宅
医
療
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

北
茨
城
市
の
家
庭
医

療
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
医
療
機
関
の
連

携
は
、
医
師
の
負
担
軽
減
に
有
効
で
あ

り
、
県
の
取
り
組
み
と
し
て
も
複
数
の

病
院
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
化
を
進
め
た
。

ま
た
、
全
国
で
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
遠
隔
診
療
の
モ
デ
ル
事
業
も
実
施

し
、
今
後
、
活

用
を
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
医

師
不
足
対
策
、

最
終
処
分
場
の

建
設
推
進
な
ど

も
質
問
）

ことば ※3【十石堀（じゅっこくぼり）】…北茨城市中郷町を流れる全長13キロメートルの、江戸時代に建設された農業用水路。
※4【世界かんがい施設遺産】…農地に水を供給するかんがいの歴史などを明らかにし、理解醸成を図るとともに、かんがい施設の適切な保全に資するため、歴史的なかんがい施設を認

定・登録する制度。

ことば ※1【キャスク】…原子力発電所で使い終わった核燃料を安全に保管するための特殊な容器。放射線を閉じ込めるため、鉛や金属などで作られている。
※2【日本原電】…日本原子力発電株式会社。原子力発電を専業としている電力会社であり、本県内には、東海発電所（廃止措置中）及び東海第二発電所を所有している。

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

一括方式

豊田　　茂 議員
無　　所　　属
高萩市・北茨城市選出 

一括方式

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

一括方式

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市・大子町選出

一括方式

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題

い
じ
め
自
死
調
査
報
告
書
と

教
育
行
政

牛
久
沼
を
活
用
し
た
地
域
振
興

﹁
十
石
堀
﹂ ※3
の

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
 ※4
登
録

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
と
代
替
品

導
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

在
宅
医
療
の
推
進

県
道
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
等
の

整
備
推
進

水
郡
線
Ｓ
Ｌ
運
行

　

決
算
特
別
委
員
会
（
西
野
一
委
員
長
）
で
は
、
九
月
十

一
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公
営
企
業

会
計
決
算
の
認
定
」
お
よ
び
「
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公

営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、
九
月
二

十
四
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
局
、
病
院
局
、
土
木
部
か

ら
事
業
実
績
な
ど
の
説
明
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
監
査

委
員
に
決
算
審
査
意
見
を
求
め
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
九
月
二
十
六
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
三
十

年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
」
に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
て
部

局
ご
と
の
審
査
を
行
い
、
次
回
定
例
会
の
委
員
会
に
お
い

て
総
括
質
疑
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

 3月公表のいじめ
自死調査報告書

地域振興への活用が期待
される牛久沼

平成26年に運行された
「ＳＬ奥久慈清流ライン号」

高校生の議会傍聴を受け入れています
　選挙権年齢の引き下げに伴い、主権者教育の重要性が高まっている中、茨
城県議会では議会改革の一環として、平成27年第４回定例会以降、全ての
定例会で高校生の議会傍聴を受け入れています。教育庁などとの連携の下、
今定例会においても、多くの高校生が県議会本会議を傍聴しました。
（議会傍聴お問い合わせ先：議会事務局議事課 電話：029-301-5634）

本会議での代表質問を傍聴する高校生

本県初の世界かんがい施設遺産
「十石堀（じゅっこくぼり）」

一般質問（要旨）




